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平成２８年９月９日判決言渡

平成２８年（ネ）第２１９号　不当利得返還請求控訴事件

原審　名古屋地方裁判所豊橋支部　平成２５年（ワ）第４３９号

判　　　　決
当事者の表示　　控訴人　　　豊橋農業協同組合中央支店大清水支部若松地区の一部組合員

　　　　　　　　　　　　　　（合計１４名）

　　　　　　　　被控訴人　　豊橋農業協同組合

主　　　　文
１　本件控訴をいずれも棄却する。

２　控訴費用は控訴人らの負担とする。

（解説）　控訴人らの主張は一切認められなかったこと、即ち、被控訴人である組合の主張が認

められ、組合が全面的に勝訴したことを意味しています。

また、訴訟に要した費用は、第１審（原審判決に記載）、控訴審ともに、控訴人らの負担と

平成２５年秋より若松地区の一部組合員の方より提起されていた不当利得返還請求について平成

２８年９月９日、名古屋高等裁判所にて控訴審判決が言い渡されました。

この裁判は、旧野依開拓農業協同組合から豊橋市開拓農業協同組合が引継ぎ、さらに合併により

豊橋農業協同組合に引き継がれた土地を土地改良事業に伴う不換地とすることに豊橋農業協同組合

が同意したことにより損害を被ったとして組合を相手取って裁判が提起されたもので、平成２８年

１月に結審し、名古屋地方裁判所豊橋支部は「１．原告らの請求をいずれも棄却する。」「２．訴訟

費用は原告らの負担とする。」との判決を言い渡しました。この１審判決を不服として１審原告２

９名のうち１６名が控訴し（その後２名は訴えを取り下げ、結審時の控訴人は１４名）この度、名

古屋高等裁判所における審理を経て判決の言い渡しがありました。

判決内容は、

１．本件控訴をいずれも棄却する。

２．控訴費用は控訴人らの負担とする。

以上の内容でした。

結果として判決内容は当ＪＡの言い分が全面的に認められたものとなりました。

以下、判決書を掲載し、経過及び結果を組合員の皆さまにご報告いたします。

「不当利得返還請求控訴事件」について

JA豊橋より
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定められました。

第１　控訴の趣旨

１　原判決（敗訴した名古屋地方裁判所豊橋支部の判決）を取り消す。

２　被控訴人（組合）は、控訴人ら（若松地区一部組合員）に対し、それぞれ１万６４８５円及

びこれに対する平成２３年２月２５日から支払済みに至るまで年５分の割合による金員を支払

え。

（解説）　名古屋高等裁判所に対して、控訴人らが求めた裁判の内容です。しかしながら、主

文で棄却されているように、これらの主張は、一切認められませんでした。

第２　事案の概要

（解説）　どのような裁判であったか、高等裁判所が訴訟の流れを整理して説明した箇所です。

１　豊橋市若松町地内の土地（１４２３㎡・以下「本件土地」という）は、もともと野依開拓農

協が所有していたものである。野依開拓農協を含む豊橋市内の１３の開拓農業協同組合は、昭

和４１年に合併して豊橋市開拓農協となり、平成９年に豊橋市開拓農協を含む５の農業協同組

合が合併し、被控訴人（豊橋農協）が設立された。本件は、若松地区内に住所を有する組合員

である控訴人らを含む１審原告ら２９名が、被控訴人（豊橋農協）に対し、主位的には、本件

土地について、野依開拓農協と豊橋市開拓農協が合併する際、野依開拓農協の組合員のうち本

件地区内に住所を有する者（以下「本件地区組合員」という）に実質的共有持分が帰属すると

定められたのに、被控訴人が、独断で土地改良事業における不換地とすることに同意した上、

同土地が不換地とされたことに伴う清算金を受領して、１審原告ら２９名に対して、これを分

配することを怠り、１審原告ら２９名の上記実質的共有持分権を侵害したと主張し、予備的には、

１審原告ら２９名が清算金を受領する権限まではなかったとしても、被控訴人の上記行為によ

り、１審原告ら２９名が本件土地の潜在的持分を失ったと主張して、不法行為に基づき、１審

原告ら２９名がそれぞれ受領できるはずであった上記清算金相当額１万６４８５円（本件土地

の清算金１３５万１８５０円を本件地区組合員総数８２人で除した金額）及びこれに対する平

成２３年２月２５日（被控訴人代表理事がした上記不換地の同意を被控訴人が追認した日）か

ら支払済みまで民法所定の年５分の割合による遅延損害金の支払いを求める事案である。

原審（豊橋の裁判所）は、１審原告ら２９名の主位的主張については、本件土地について、

本件地区組合員全員に総有的に属するものであったと解するのが相当であるから、本件地区組

合員個々人に本件土地の処分益が帰属するものではないことは明らかであるとし、１審原告ら

２９名の予備的請求については、本件土地の不換地同意をするに当たって、農協総代及び地区

総代の意見を改めて求めるか、地区組合員らの意見を確認すべきであったという問題はあるも

のの、本件土地は道路として豊橋市へ移管される予定であったから、清算金の受領を前提とす

る処分はあり得ず、１審原告ら２９名に損害が発生したと認めることはできないとして、１審

原告２９名の本訴請求をいずれも棄却した。

そこで、１審原告らのうち、１６名がこれを不服として控訴したが、その後２名は訴えを取 →
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り下げた（このため、最終的な控訴人は１４名となりました）。

２　前提事実及び当事者の主張は、３のとおり控訴人らの当審における補充主張を加えるほかは、

原判決の「事実及び理由」中の「第２　事案の概要」の２及び３に記載するとおりであるから、

これを引用する。

（説明）　原審の認定した事実、原審における当事者の主張は、高等裁判所でも維持されるこ

とを明らかにしたものです。

３　控訴人らの当審における補充主張

（説明）　控訴人らが、高等裁判所で、新しく追加した主張の内容を高等裁判所がまとめたも

のです。

　主位的請求について

（１）本件地区の農協総代及び町総代は、平成１４年５月２４日、被控訴人に対し、本件土地が

野依開拓農協組合員の共有資産であると報告しているにもかかわらず、被控訴人から何らの異

議も唱えられていない。従前は、本件土地が控訴人らの共有に属することに争いはなかったも

のである。

（２）本件土地のような問題は別の地区でも生じているが、旧開拓農協のひとつである旧天伯原

農業協同組合では、土地の処分益が地区の財産管理委員会に還元されており、それらの土地が

各地区の組合員らの共有財産であることを前提とした措置が取られている。

（３）不換地同意の際には、土地改良区は必ず清算金を支払わなければならないと土地改良法そ

の他の公法による明確に定められているから、本件土地改良事業の若松工区がその支払いをし

ないことを前提に不換地同意を要請したことは重大な違法行為である。したがって、被控訴人

が清算金を受け取らなかったことが控訴人らに対する不法行為を構成することは明らかである。

第３　当裁判所（名古屋高等裁判所）の判断

１　当裁判所も、控訴人らの本訴請求については、いずれも理由がないと判断する。その理由は、

次のとおりである。

２　事実認定

１審（名古屋地方裁判所豊橋支部）と同じである。

（説明）　控訴審においても、１審判決と同じ事実認定がなされており、組合の主張が認めら

れています。

３　控訴人の主位的主張について

（説明）　控訴人らの主張について、どうして高等裁判所が認めなかったかの理由が述べられ

ています。

（１）控訴人らは、本件契約書（昭和４１年の豊橋市開拓農協の合併時の契約書）によって、将

来、本件土地の処分によって得られる処分益が、本件地区組合員に帰属するものと定められた

から、本件地区組合員が本件土地に対する実質的共有持分権を有することとなった旨主張する。

しかし、本件契約書において、本件土地を含めた開拓共有地の処分について、被控訴人（組合）

→
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が協議するとされているのは野依開拓農協であり、その処分に係る処分益が還元されるのも野

依開拓農協であり、野依開拓農協の個々の組合員とはなっていない。また、本件土地は、道路

としての機能を果たすものでああり、本件土地を含めた開拓共有地も、法面・池沼周辺、集会

用地、道路用地などの土地であるから、自由な分割に適さない公共的性質をもった土地である

といえる。本件土地を含めた開拓共有地の公共的性質に変更がないのに、それまで団体に帰属

していた権利を解体処分して、団体に帰属している個々の構成員に持分を与え、その自由な処

分に委ねるということは考えにくく、本件土地を含む開拓共有地の処分益を還元する対象をあ

くまでも野依開拓農協とした本件契約書からも、そのように読み取ることはできない。もっと

も、野依開拓農協自体は合併により法人格自体は消滅してしまうが、本件契約書の意図として

は、たとえ野依開拓農協が消滅したとしても、そこに帰属していた公共的性質をもった開拓共

有地に関する権利については、野依開拓農協の組合員で構成される団体に、団体としての拘束

性を持たせつつ帰属させようとしたものと解される。そうすると、本件土地を含めた開拓共有

地に対する権利関係は、いつでも自由に単独所有に分割できる通常の共有ではなく、団体的拘

束性を残した総有ないし合有であるということができる。

本件では、野依開拓農協の組合員で構成される団体について、全証拠によっても、権利能力

のない社団の成立要件を満たすとは認めにくく、本件土地の共同権利関係が、総有であると認

めるには疑問の余地もあるが、総有であれば、持分権は存在しないこととなるし、合有であっ

ても、持分権を処分する自由はない。そうすると、分割を請求する権利もないから、持分権を

行使することはできないこととなるから、控訴人らの主張する「実質的持分権」がどのような

ものであれ、いずれにしろ、少なくとも控訴人らが個々に行使することのできる持分権を有し

ていないことは明らかである。

（２）控訴人らは、本件土地について、本件地区の農協総代及び町総代が野依開拓農協組合員の

共有資産であると報告したのに、被控訴人が異議を唱えていないから、控訴人らの共有に属す

ることに争いがなかった旨主張する。しかし、上記のとおりの報告があったとしても、そこに

いう共有の性質は通常の共有ではなく、総有か合有であると解すべきことは、上記（１）で説

示するとおりであり、これらも広い意味では共有といえるのであるから、被控訴人らが異議を

唱えないとしても何らの矛盾もない。

（３）控訴人らは、旧天伯原開拓農業協同組合では、土地の処分益が地区の財産管理委員会に還

元されており、それらの土地が各地区の組合員らの共有財産であることを前提とした措置が取

られている旨主張する。しかし、旧天伯原開拓農業協同組合についても、野依開拓農協と同様、

その土地の処分益が総有ないし合有とされるならば、その処分益を個々の組合員ではなく、そ

れを管理する財産管理委員会に交付するのは当然のことであり、上記の措置が個々の組合員の

通常の共有財産であることを前提としたものであるとはいえない。

（４）控訴人らは、被控訴人設立に係る合併契約書（平成９年合併の契約書）の１２条３号に「土

地は、（中略）それぞれの組合員に帰属する権利とする。」との定めを根拠にして、本件地区組 →
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合員が本件土地の実質的共有持分を有することは明らかである旨主張する。しかし、開拓共有

地の管理に関する問題は、被控訴人設立に際して合併した５農協のうち豊橋市開拓農協だけが

有するものであり、同号は、この問題を念頭においたものではなく、被控訴人への合併に当たっ

ての財産の計算方法を明確化するために設けられたものであり、同号の「組合員に帰属する権

利」の趣旨は、組合存続中に分配等を行うことではなく、解散等により残余財産の分配が生じ

た場合、それぞれの組合員の持分計算を行うとき、これに基づき計算することを定めたものに

すぎないものである。このことは、同号の定めが「被合併組合が新組合に引継ぐ財産の計算は、

次によるものとする。」との同条の柱書の下に置かれていることからも明らかである。したがっ

て、同号により控訴人らの実質的持分権を創設されたものと解することはできない。そもそも、

被控訴人は、法人格を有しており、財産を単独で所有するものであるから、被合併組合から引

き継がれる土地がすべて被合併組合の組合員の共有に属することは背理であり、およそ考えら

れないことである。

（５）以上によれば、控訴人らには、本件土地に対する個々に行使できる持分権はないから、こ

れを侵害されたことを前提とする主張は、その余の点（控訴人らの当審における補充主張（３）

を含む。）を判断するまでもなく、理由がないことは明らかである。

４　予備的主張について

控訴人らは、本件土地が権利能力のない社団である財産管理委員会に帰属することを仮定して、

権利能力のない社団の財産を処分する際には、各組合員個別に確認すべきであるのにこれを怠っ

た結果、本件土地の潜在的持分を失ったとして、被控訴人に対する不法行為に基づく損害賠償請

求権を有すると主張する。しかし、本件土地が権利能力のない社団に帰属することを前提にする

のであれば、その財産が違法に処分された場合にその損害賠償を請求できるのは、権利能力のな

い社団自身である。権利能力のない社団の構成員は同社団の財産に持分権を有しないから、その

構成員それぞれが自己に損害賠償請求権が帰属するとして、これを行使することはできないのは

当然のことである。したがって、控訴人らの予備的主張は主張自体失当であり、理由がないこと

は明らかである。

５　控訴人らは、その他縷々主張するが、いずれも理由がない。

第４　結論

よって、控訴人らの本訴請求をいずれも棄却した原判決は相当であり、本件控訴はいずれも理

由がないから、これらをいずれも棄却することとし、主文のとおり判決する。

名古屋高等裁判所民事第１部

裁判長裁判官　永野圧彦

　　　裁判官　鈴木幸男

　　　裁判官　大久保香織

→



古くから世界の多くの人たちの重要な食べ物である豆。おいしい上に栄養価が高く、人々の健
康や生活にも大いに恩恵をもたらしています。国連食糧農業機関（FAO）は今年を「国際マメ
年」と定めています。豆にまつわるマメ知識を集めてみました。

豆
は
植
物
性
タ
ン
パ
ク
質
の
他
、ビ
タ
ミ
ン
B

1
、B
2
、B
6
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
類
、カ
リ
ウ
ム
、カ

ル
シ
ウ
ム
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、鉄
、亜
鉛
な
ど
の
ミ
ネ

ラ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
み
、食
物
繊
維
や
イ
ソ
フ

ラ
ボ
ン
な
ど
、話
題
の
機
能
性
成
分
も
豊
富
で
す
。

豆
類
は
、
含
ま
れ
て
い
る
栄
養
成
分
の
構
成
割

合
に
よ
り
、
2
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
炭
水
化
物
主
体
の
グ
ル
ー
プ

乾
燥
豆
の
重
量
の
50
％
以
上
が
炭
水
化
物

の
豆
類
で
す
。
こ
れ
ら
の
豆
は
、
タ
ン
パ
ク
質

も
約
20
％
と
豊
富
に
含
む
一
方
、
脂
質
は
約

2
％
と
ご
く
わ
ず
か
。
こ
の
た
め
健
康
維
持
や

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
最
適
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

小
豆
、
サ
サ
ゲ
、
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
、
ハ
ナ
マ

メ
、
エ
ン
ド
ウ
マ
メ
、
ソ
ラ
マ
メ
、
ヒ
ヨ
コ
マ

メ
、
レ
ン
ズ
マ
メ
な
ど
。

●
脂
質
主
体
の
グ
ル
ー
プ

大
豆
は
、
乾
燥
豆
重
量
の
約
20
％
が
脂
質

で
、
搾
油
原
料
と
し
て
世
界
中
で
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ン
パ
ク
質
も
30
％
以
上
と

多
く
「
畑
の
肉
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
炭
水
化
物
の
含
有
率
は
約
30
％
で
、
炭
水

化
物
主
体
グ
ル
ー
プ
の
半
分
程
度
。

ラ
ッ
カ
セ
イ
は
、
脂
質
の
含
有
率
が
約

50
％
と
極
め
て
高
く
、
タ
ン
パ
ク
質
も
豊
富

で
大
豆
と
似
た
栄
養
成
分
構
成
で
す
。

豆
が
健
康
に
良
い
こ
と
は
誰
も
が
よ
く

知
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。し
か
し
乾
燥
豆

の
場
合
、「
調
理
に
手
間
が
か
か
っ
て
面
倒
」

と
い
う
思
い
込
み
か
ら
、
調
理
を
敬
遠
す
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
心
配

ご
無
用
。ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
つ
か
め
ば

思
っ
た
よ
り
簡
単
に
調
理
で
き
ま
す
。

乾
燥
豆
を
料
理
に
使
う
際
の
基
本
的
手
順

は
、「
戻
す（
水
に
浸
す
）」「
下
ゆ
で
す
る
」の

二
つ
。こ
れ
を
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ

な
豆
料
理
が
手
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

下
ゆ
で
し
た
豆
は
、
さ
ら
に
味
付
け
す
る

方
法
と
、
そ
の
ま
ま
他
の
食
材
と
共
に
料
理

に
使
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

乾
燥
豆
を
水
で
洗
っ
た
後
、
水
に
漬
け

ま
す
。豆
粒
が
水
分
を
吸
収
し
て
十
分
に

膨
ら
む
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば

O
K
で
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

（
1
）水
の
量
は
豆
の
4
倍
を
目
安
に
。

（
2
）浸
水
時
間
は
、小
豆
、サ
サ
ゲ
は
必
要

な
し
。そ
れ
以
外
は
6
時
間
程
度
。

戻
し
た
豆
（
直
接
ゆ
で
る
場
合
は
洗
っ

た
豆
）と
水
を
鍋
に
入
れ
、
ふ
た
を
し
な
い

で
中
火
か
ら
強
火
に
か
け
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

（
1
）
水
の
量
は
豆
の
4
〜
6
倍
程
度
を
目

安
に
。沸
騰
し
始
め
た
ら
差
し
水
を

し
、再
び
煮
立
っ
た
ら
、泡
状
に
浮
い

て
く
る
ア
ク
を
す
く
い
取
り
ま
す
。

（
2
）
ゆ
で
時
間
は
45
〜
70
分
程
度
が
目

安
。

数
日
以
内
に
使
う
予
定
で
あ
れ
ば
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
密
封
容
器
や
ふ
た
付
き
ガ
ラ
ス

瓶
な
ど
に
入
れ
て
冷
蔵
し
ま
す
。保
存
期
間

は
、夏
は
2
〜
3
日
以
内
、冬
は
5
〜
6
日
以

内
が
良
い
で
し
ょ
う
。

長
期
に
わ
た
っ
て
利
用
し
た
い
場
合
は
、

1
回
の
調
理
に
使
う
分
量
に
小
分
け
し
て
密

封
で
き
る
袋
な
ど
に
入
れ
て
冷
凍
し
ま
す
。

保
存
期
間
は
1
カ
月
程
度
。

煮
豆
な
ど
の
よ
う
に
豆
を
甘
く
味
付
け
す

る
場
合
、
必
ず
下
ゆ
で
時
に
豆
が
少
し
割
れ

る
く
ら
い
ま
で
十
分
軟
ら
か
く
ゆ
で
て
か

ら
、甘
味
を
付
け
て
い
き
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
軟
ら
か
く
下
ゆ
で
し
た
豆

を
弱
火
に
か
け
な
が
ら
レ
シ
ピ
の
分
量
の
砂

糖
を
2
〜
3
回
に
分
け
て
加
え
ま
す
。少
し

ず
つ
煮
汁
の
濃
度
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。

豆
は
十
分
に
加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。豆
は
種
子

な
の
で
、
外
敵
か
ら
身
を
守
る
手
段
と
し
て
有
害
物

質
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。有

害
物
質
は
加
熱
に
よ
り
変
性
・
不
活
化
さ
れ
る
た
め
、

し
っ
か
り
加
工
処
理
や
調
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

素
材
製
品
は
、
下
煮
の
手
間
が
省
け
て
便
利
な
半

面
、
硬
さ
や
食
感
が
い
ま
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。水
煮
は
豆
の
栄
養
や
う
ま
味
が
溶
け
込
ん

で
い
る
た
め
、
煮
汁
ご
と
ス
ー
プ
や
シ
チ
ュ
ー
、
カ

レ
ー
に
使
い
、
ド
ラ
イ
パ
ッ
ク
は
軽
く
ゆ
で
て
か
ら

使
う
の
も
手
で
す
。香
辛
料
で
味
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
た
り
、
酸
味
を
加
え
て
味
を
引
き
締
め
る
の
も
お

勧
め
。一
工
夫
を
加
え
て
お
い
し
さ
を
ア
ッ
プ
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

密
封
包
装
さ
れ
た
製
品
は
、
日
が
当
た
ら
な
い
風
通

し
の
良
い
場
所
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。常
温
で
も
保

存
で
き
ま
す
が
、
冷
蔵
庫
の
野
菜
室
な
ど
を
利
用
す

る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。量
り
売
り
な
ど
密
封
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
缶
な
ど
密
閉
で
き
る
容
器
で
保

存
し
、
早
め
に
使
い
切
っ
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
す
ぐ
使
わ
な
い
分
は
小
分
け
し
て
冷
凍
保
存

を
お
勧
め
し
ま
す
。

仕
上
げ
に
塩
を
少
量（
砂
糖
の
重
さ
の
0
・
3
％

程
度
）加
え
る
と
甘
さ
が
引
き
立
ち
ま
す
。

沸
騰
後
、煮
汁
を
い
っ
た
ん
捨
て
て
新

し
い
水
に
入
れ
替
え
る「
ゆ
で
こ
ぼ
し
」

に
よ
り
ア
ク
抜
き
を
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。そ
の
後
、弱
火
に
し
て
落
と
し
ぶ

た
を
し
、途
中
、水
分
の
蒸
発
に
よ
り

豆
が
湯
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
差

し
水
を
し
な
が
ら
、指
で
押
し
て
つ
ぶ

れ
る
程
度
に
軟
ら
か
く
な
る
ま
で
ゆ
で

ま
す
。
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し
水
を
し
な
が
ら
、指
で
押
し
て
つ
ぶ

れ
る
程
度
に
軟
ら
か
く
な
る
ま
で
ゆ
で

ま
す
。

9
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T O P P Y ' S  T O P I C S
ト ッ ピ ー の ト ピ ッ ク ス

営
農
部
は
9
月
18
日
、
こ
だ
わ
り
米
研
究
会

と
協
賛
し
て
管
内
の
産
直
プ
ラ
ザ
５
店
舗
と
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
磯
辺
で
「
こ
だ
わ
り
米
試
食

販
売
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
だ
わ
り
米
研
究

会
で
は
会
員
が
栽
培
し
た
豊
橋
産
の
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」と「
あ
い
ち
の
か
お
り
」を「
吉
田
美
人
」

と
銘
打
っ
て
販
売
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
新
米
の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
毎
年
試
食
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
店
舗
と
も
開
店
と
と
も
に
炊
き
た
て
の
新

米
を
味
わ
お
う
と
多
く
の
来
店
者
が
試
食
コ
ー

ナ
ー
に
殺
到
し
ま
し
た
。
試
食
担
当
者
は
炊
飯

器
で
炊
い
た
新
米
を
一
口
ご
と
に
ラ
ッ
プ
で
包

み
、
訪
れ
た
人
た
ち
に
渡
し
て
い
き
ま
し
た
。

試
食
し
た
人
た
ち
は
豊
橋
産
の
新
米
に
「
ふ
っ

く
ら
し
て
や
わ
ら
か
い
」「
ツ
ヤ
、
う
ま
み
が

あ
っ
て
お
い
し
い
」
な
ど
感
想
を
言
い
な
が
ら

舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。
試
食
し
た
人
の
中
に
は

早
速
買
っ
て
い
く
人
も
い
ま
し
た
。

9
月
23
日
、
香
港
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ド
バ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
バ
イ
ヤ
ー
5
人
が
東
赤
沢
町

の
白
井
真
次
さ
ん
の
園
地
を
訪
れ
、
グ
ロ
リ
オ

サ
栽
培
を
視
察
し
ま
し
た
。
日
本
花
き
輸
出
拠

点
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
が
国
産
の

花
き
の
輸
出
拡
大
を
目
的
と
し
て
豊
川
市
の
バ

ラ
と
と
も
に
豊
橋
の
グ
ロ
リ
オ
サ
栽
培
を
紹
介

す
る
た
め
行
っ
た
も
の
で
す
。
バ
イ
ヤ
ー
の
人

た
ち
は
白
井
さ
ん
に
「
ど
う
や
っ
て
梱

包
し
て
出
荷
し
て
い
る
の
で
す
か
」
な

ど
作
業
手
順
や
栽
培
施
設
の
質
問
を
し

て
豊
橋
の
グ
ロ
リ
オ
サ
栽
培
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
バ
イ
ヤ
ー
は
「
日
本
の

グ
ロ
リ
オ
サ
は
手
間
を
掛
け
、
大
事
に

育
て
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
品

質
も
外
国
と
比
べ
、
大
変
良
い
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

J
A
豊
橋
は
9
月
5
日
、
本
店
敷
地
内
で
役
職

員
約
1
0
0
人
が
参
加
し
て
防
災
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
警
戒
宣
言
発
令
を
受
信
し
地
震
が
発
生
し

た
と
想
定
。
職
員
は
地
震
の
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た

後
、
外
の
様
子
を
確
認
し
て
避
難
誘
導
班
の
指
示

に
従
い
、
駐
車
場
に
避
難
し
ま
し
た
。
ま
た
消
火

器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
や
消
防
班
に
よ
る
小
型
ポ

ン
プ
の
放
水
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

優　

勝
：
玉
川
チ
ー
ム

　

準
優
勝
：
下
条
チ
ー
ム

　

３　

位
：
嵩
山
チ
ー
ム

　

３　

位
：
西
郷
チ
ー
ム

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
個
人
）（
敬
称
略
）

　

優　

勝
：
上
田
さ
つ
き

　

準
優
勝
：
村
川
日
出
夫

　

３　

位
：
田
辺　

香

　

４　

位
：
大
岡　

輝
明

　

５　

位
：
牧
野　

昭
三

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
団
体
）

　

優　

勝
：
長
楽
チ
ー
ム

　

準
優
勝
：
嵩
山
チ
ー
ム

　

３　

位
：
和
田
チ
ー
ム

グロリオサ栽培の説明をする白井さん（左）

「吉田美人」を食べてみてね

実際の消火器を使い訓練しました

第
２０
回
ふ
れ
あ
い
友
の
会
石
巻・北
支
部
Ｇ
Ｂ・Ｇ
Ｇ
大
会

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

海
外
バ
イ
ヤ
ー
が
花
き
栽
培
視
察

グ
ロ
リ
オ
サ
栽
培
に
興
味
津
々

こ
だ
わ
り
米
試
食
販
売
会

収
穫
し
た
て
の「
吉
田
美
人
」を
味
わ
う

Ｊ
Ａ
豊
橋  

防
災
訓
練

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
！

J
A
豊
橋
ふ
れ
あ
い
友
の
会
石
巻
・
北
支
部
は
9
月
12
日
、

石
巻
運
動
広
場
で
「
第
20
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
」を
開
き
、会
員
約
1
2
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
４
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
は
8
ホ
ー
ル
を
3
ゲ
ー
ム
行
っ
て
点
数
を
競
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
人
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ゲートボール優勝の玉川チーム入るかな？
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ジ
ョ
イ
フ
ル
杉
山
は
9
月
26
日
か
ら
28
日
の
3
日
間
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
セ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
併

設
し
て
い
た
杉
山
支
店
が
9
月
12
日
に
大
津
支
店
に
業

務
移
管
し
た
の
に
あ
わ
せ
、
店
内
を
拡
大
し
、
産
直
コ

ー
ナ
ー
を
広
く
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
初
日
の
26
日
に
は
開
店
前

か
ら
駐
車
場
に
多
く
の
人
が
並
び
、
開
店
と
同
時
に
新

鮮
な
農
産
物
や
切
り
花
を
買
い
求
め
る
人
で
店
内
は
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
セ
ー
ル
期
間
中
は
日
替
わ
り

ご
奉
仕
品
の
特
売
や
1
0
0
0
円
以
上
お
買
い
上
げ
の

お
客
さ
ま
先
着
1
0
0
人
に
粗
品
の
進
呈
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
金
子
店
長
は
「
今
ま
で
以
上
に
産
直
品
が
充

実
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
来
店
し
て
新
鮮
な
農
産
物
を

買
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ム
フ
ェ
ア
」
は
今
後
も
半
年
ご

と
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

9
月
12
日
、
杉
山
支
店
が
大
津
支
店
に
業
務

移
管
を
行
い
、
2
支
店
が
統
合
し
ま
し
た
。
統

合
に
伴
い
大
津
支
店
内
の
カ
ウ
ン
タ
ー
も
自
動

車
共
済
窓
口
が
一
番
奥
に
な
る
な
ど
少
し
変
更

し
ま
し
た
。

12
日
か
ら
16
日
ま
で
「
大
津
支

店
統
合
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て

金
利
上
乗
せ
定
期
や
来
店
さ
れ
た

方
に
タ
マ
ゴ
1
パ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
大
津
支
店
職
員

は
「
統
合
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に

お
客
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま

し
た
。

杉
山
支
店
は
大
津
支
店
に
業
務
移
管
し
ま
し

た
が
旧
杉
山
支
店
の
A
T
M
は
引
き
続
き
稼
働

し
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

アドバイザーの説明を聞く来場者

アンパンマンが
交通ルールを
教えてくれたよ

店内は多くの人で賑わいました

これからも大津支店をよろしくね

ガ
ス・リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ェ
ア

来
て
見
て
触
っ
て
体
験
会

ジ
ョ
イ
フ
ル
杉
山
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

広
く
な
っ
た
産
直
コ
ー
ナ
ー
は
新
鮮
野
菜
で
いっ
ぱ
い
！

大
津
支
店
統
合
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

新
生「
大
津
支
店
」を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

生
活
燃
料
課
は
9
月
24
日
、
下
地
町
の
タ
カ
ラ
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
豊
橋
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
「
ガ
ス
・
リ
フ
ォ
ー

ム
フ
ェ
ア
」を
開
き
ま
し
た
。家
族
連
れ
な
ど
が
来
場
し
、

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
店
内
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
生
活
燃
料
課
が
タ
カ
ラ
豊
橋
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
の
協
力
を
得
て
、
ガ
ス
器
具
の
購
入
や
リ
フ
ォ

ー
ム
を
検
討
し
て
い
る
人
た
ち
に
実
際
に
見
た
り
触
っ

た
り
し
て
商
品
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
い
安
心
し
て
購
入

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
企
画
し
た
も
の
で
昨
年
よ
り

始
め
て
今
回
で
2
回
目
と
な
り
ま
す
。
来
場
し
た
人
た

ち
は
気
に
な
る
ガ
ス
器
具
や
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、
浴

室
な
ど
を
見
て
ま
わ
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
質
問
を
す

る
な
ど
し
て
商
品
知
識
を
深
め
ま
し
た
。「
ガ
ス
・
リ

共
済
部
は
9
月
24
日
、
神
野
ふ
頭
町
の

ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し
で
「
ア
ン
パ
ン

マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
の
は
事
前
に
応
募
し
抽

選
で
選
ば
れ
た
4
8
0
人
の
子
ど
も
た

ち
と
保
護
者
の
人
た
ち
で
、
午
前
と
午
後

の
2
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
ア
ン
パ
ン

マ
ン
と
そ
の
仲
間
た
ち
が
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
、
親
子
で
交
通
ル
ー
ル
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
J
A
共
済
が
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
の
呼
び
か
け

に
元
気
よ
く
答
え
、
交
通
ル
ー
ル
を
楽
し
く
学

び
ま
し
た
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン

楽
し
く
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
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大
竹
浩
史
さ
ん
は
伊
古
部
町
に
あ
る
1
7
0
0

坪
の
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
を
家
族
と
パ
ー
ト
5
人
で
栽

培
し
て
い
ま
す
。
父
親
の
代
ま
で
は
ス
イ
カ
や
メ

ロ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が

浩
史
さ
ん
が
20
歳
で
就
農
し
た
の
を
き
っ
か
け
に

メ
ロ
ン
を
減
ら
し
、
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

「
学
校
を
卒
業
し
て
２
年
ほ
ど
肥
料
店
に
勤
め
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
営
業
で
農
家
さ
ん
を
廻
っ
て

い
る
う
ち
に
ト
マ
ト
栽
培
に
魅
力
を
感
じ
、
自
分

で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
ト
マ
ト

栽
培
を
選
ん
だ
理
由
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
8

年
前
に
は
ハ
ウ
ス
の
建
て
替
え
と
併
せ
て
養
液
栽

培
に
切
り
替
え
、
ト
マ
ト
栽
培
だ
け
に
し
ま
し
た
。

ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
上
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と

を
聞
く
と
「
養
液
栽
培
に
し
て
も
や
は
り
病
害
虫

は
で
て
し
ま
う
の
で
予
防
に
は
気
を
つ
か
っ
て
い

ま
す
」
と
浩
史
さ
ん
。

「
ト
マ
ト
栽
培
は
他
の
作
物
に
比
べ
一
年
を
通

し
て
仕
事
量
に
ム
ラ
が
な
く
、
パ
ー
ト
さ
ん
が
働

き
や
す
い
。
ま
た
大
玉
ト
マ
ト
は
収
穫
し
て
コ
ン

テ
ナ
で
選
果
場
に
出
荷
で
き
る
の
で
作
業
効
率
的

に
も
自
分
の
家
に
あ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
メ
リ
ッ
ト
も
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
後
の
目
標
を
聞
く
と
「
ち
ょ
う
ど
い
い

甘
み
と
酸
味
、
そ
し
て
食
べ
や
す
い
ト
マ
ト
を
多

く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
品
質
と
収
量
の
安
定
を
目
指
し

て
い
ま
す
」
今
の
規
模
を
最
大
限
に
生
か
し
、
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
品
質
と
収
量
維
持
が
今

の
課
題
の
よ
う
で
す
。

今
年
か
ら
は
部
会
の
役
員
も
務
め
て
い
る
浩
史

さ
ん
。「
豊
橋
の
ト
マ
ト
栽
培
は
全
国
的
に
も
最

先
端
レ
ベ
ル
の
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

生
産
者
の
人
た
ち
の
栽
培
意
欲
が
高
く
『
効
率
よ

く
、
質
の
高
い
ト
マ
ト
を
作
ろ
う
』
と
い
う
意
識

と
生
産
者
同
士
が
協
力
し
あ
っ
て
き
た
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
技
術
面
に
加
え
、
生
産

者
に
と
っ
て
今
以
上
に
栽
培
し
や
す
い
環
境
・
体

制
づ
く
り
も
考
え
て
い
き
た
い
。
豊
橋
の
ト
マ
ト

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

最
後
に
ト
マ
ト
を
選
ぶ
と
き
の
コ
ツ
を
聞
い
て

み
る
と
「
実
の
先
端
に
放
射
線
状
に
ス
ジ
が
く
っ

き
り
し
て
い
る
も
の
が
美
味
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
手
に
持
っ
て
ず
っ
し
り
と
重
く
キ
レ
イ
な

円
形
を
し
て
い
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

豊
橋
市
松
井
町
　
大お

お

竹た
け 

浩ひ
ろ

史し

さ
ん（
46
歳
）

「
味
と
食
べ
や
す
さ
、

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

ト
マ
ト
を
作
る
」
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み ん な で 学 ぼ う

農業と食べもの農業と食べもの

14

朝
鮮
と
同
じ
よ
う
に
日
本
の
植
民

地
で
あ
っ
た
台
湾
で
も
、
日
本
へ
の

移
入
を
前
提
と
し
た
産
米
増
殖
計
画

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
朝
鮮
と

は
気
候
・
風
土
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

事
情
は
異
な
り
ま
し
た
。

朝
鮮
の
米
は
基
本
的
に
ジ
ャ
ポ
ニ

カ
で
す
が
、
台
湾
の
場
合
は
在
来
種

が
イ
ン
デ
ィ
カ
で
し
た
。
水
や
温
度

の
管
理
が
難
し
い
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
は
、

台
湾
で
の
生
産
が
困
難
で
し
た
。

日
本
が
台
湾
で
行
っ
た
産
米
増
殖

計
画
に
は
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず

一
つ
は
、
台
湾
の
気
候
に
適
し
た
品

種
改
良
の
試
み
で
し
た
。
も
と
も
と

イ
ン
デ
ィ
カ
種
と
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
の

交
雑
育
種
は
難
し
い
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
台
湾
総
督
府
台
中
試
験
場

で
根
気
強
い
実
験
が
続
け
ら
れ
、
そ

れ
が
昭
和
に
入
っ
て
実
を
結
び
ま
し

た
。
こ
れ
が
蓬
莱
（
ほ
う
ら
い
）
米

と
呼
ば
れ
る
種
類
で
、
粒
形
・
大
き

さ
・
食
味
と
も
日
本
産
米
に
近
く
な

り
ま
し
た
。
温
暖
な
台
湾
の
気
候
に

よ
っ
て
、
水
稲
二
期
作
も
容
易
と
な

り
、
農
家
の
収
益
は
3
割
ほ
ど
増
加

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
の
事
業
が
、
大

規
模
な
水
利
事
業
で
、
新
た
に
近
代

的
な
水
利
施
設
の
建
設
を
進
め
た
の

で
す
。
地
形
的
に
台
湾
は
西
南
部

に
広
大
な
平
地
を
有
し
て
い
ま
す

が
、
中
で
も
嘉
南
（
か
な
ん
）
平
原

地
区
は
、
日
照
り
や
豪
雨
お
よ
び
滞

水
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
台

台
湾
の
米
作
り
は
飛
躍
的
な
展
開

を
遂
げ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
問
題
が

生
じ
ま
す
。
そ
れ
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
生

産
で
す
。
台
湾
で
は
砂
糖
を
大
規
模

に
生
産
し
て
お
り
、
そ
の
推
進
に
総

督
府
は
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
つ

ま
り
米
と
糖
と
が
相
克
し
て
お
り
、

最
終
的
に
日
本
政
府
は
、
国
内
稲
作

農
家
保
護
の
た
め
、
台
湾
に
お
け
る

稲
作
の
抑
制
を
打
ち
出
し
た
の
で
す
。

湾
総
督
府
は
、
八
田
與
一

（
は
っ
た
よ
い
ち
）
と
い

う
技
術
者
が
中
心
と
な
っ

て
、
巨
大
な
烏
山
頭
（
う

さ
ん
と
う
）
ダ
ム
を
建
設

し
、
広
大
な
地
域
に
水
路

を
張
り
巡
ら
せ
て
、
嘉
南

大
圳
（
か
な
ん
た
い
し
ゅ

う
）
と
い
う
農
業
用
水
施

設
を
1
9
3
0
年
に
竣
工

さ
せ
ま
し
た
。
多
く
の
畑

地
は
水
田
と
な
り
、
水
田

面
積
が
著
し
く
増
加
す
る

と
と
も
に
生
産
性
も
向
上

し
ま
し
た
。

雪
を
迎
え
る
季
節

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山
靖
洋

雪
国
で
は
そ
ろ
そ
ろ
雪
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

雪
を
迎
え
る
時
期
の
目
安
と
し
て
い
る
現
象
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

小
春
日
和
の
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、
銀

色
に
キ
ラ
キ
ラ
と
光
っ
て
流
れ
て
く
る
物
が
見

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
山
形
県
の
米
沢
地
方

で
よ
く
見
ら
れ
る
現
象
で
す
。
体
長
数
m
m
の

小
さ
な
ク
モ
の
多
く
が
、
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
、

空
中
に
糸
を
流
し
な
が
ら
漂
う
現
象
で
す
。
こ

の
現
象
が
見
ら
れ
た
日
の
後
に
は
、
雪
が
降
る

こ
と
か
ら
「
雪
迎
え
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

小
春
日
和
の
日
差
し
で
地
面
が
暖
か
く
な
る
と
、

弱
い
上
昇
気
流
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
ク
モ
は

熱
に
弱
い
た
め
、
こ
の
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
、

地
面
か
ら
上
空
へ
飛
び
立
つ
よ
う
で
す
。

北
海
道
で
は
、
雪
虫
と
呼
ば
れ
る
ア
ブ
ラ
ム

シ
の
仲
間
が
、
大
量
に
飛
ぶ
と
そ
ろ
そ
ろ
初
雪

が
降
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

昔
か
ら
雪
国
で
は
、
虫
た
ち
の
天
気
予
報
で

雪
の
季
節
を

迎
え
る
準
備

を
し
て
い
ま

す
。

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

台
湾
の
米

国
士
舘
大
学
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
教
授
●
原
田
信
男

お米の
歴史学
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子
ど
も
に
と
っ

て
果
物
が
最
大

の
デ
ザ
ー
ト
に

な
る
の
も
う
な

ず
け
ま
す
。
果

糖
は
冷
や
し
た

方
が
よ
り
甘
味

を
感
じ
る
こ
と

も
分
か
っ
て
い

ま
す
。
冷
や
し
た
果
物
は
子
ど
も
に
と
っ

て
十
分
に
甘
い
も
の
で
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
、
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は

栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
る
こ
と
が
一

番
大
切
で
す
。
白
い
ご
飯
に
一
汁
三
菜
の

お
か
ず
。
や
は
り
日
本
食
っ
て
素
晴
ら
し

い
と
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

diary食育日記
私の私の知ってっ 納得!知って納得!

税金講座
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
糖
質

住
宅
に
係
る
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
の
特
例

タ
レ
ン
ト・食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
●
岡
村
麻
純

J
A
全
中・J
A
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー 
顧
問
税
理
士
●
柴
原
　
一

子
ど
も
の
成
長
は
と
に
か
く
早
い
。
2

歳
の
息
子
も
気
が
付
け
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
を
見
て
い
る
と
人
間
の
脳
の
成
長
ス
ピ

ー
ド
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
実
際
、
こ
の
乳

幼
児
期
は
全
体
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う

ち
の
半
分
く
ら
い
を
脳
で
消
費
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
20
％
程
度
と
さ
れ

る
大
人
と
比
較
し
て
も
い
か
に
子
ど
も
が

脳
を
活
発
に
使
っ
て
い
る
か
が
分
か
り
ま

す
。
そ
ん
な
脳
の
た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
糖
質
で
す
。

自
己
所
有
の
家
屋
に
3
世
代
同
居
を
は

じ
め
と
し
た
多
世
帯
同
居
に
対
応
す
る
改

修
工
事
（
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
）
を
含

む
増
改
築
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
者

の
所
得
税
額
か
ら
一
定
金
額
を
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

控
除
は
原
則
と
し
て
「
単
年
控
除
」
で

す
が
、
借
り
入
れ
に
よ
り
工
事
を
行
っ
た

と
き
は
「
5
年
間
の
ロ
ー
ン
控
除
」
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
世
帯
同
居

改
修
工
事
と
は
、
⑴
キ
ッ
チ
ン
、
浴
室
、

ト
イ
レ
、
玄
関
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
一

つ
を
増
設
す
る
工
事
、
⑵
⑴
の

設
備
の
う
ち
二
つ
以
上
が
増
設

後
複
数
に
な
る
工
事
、
⑶
工
事

費
用
（
単
年
控
除
の
場
合
は
標

準
的
な
工
事
費
用
。
い
ず
れ
も

補
助
金
の
交
付
が
あ
る
場
合
に

は
そ
の
金
額
を
控
除
し
た
金

額
）
が
50
万
円
超
で
あ
る
工
事

を
い
い
ま
す
。

税
額
控
除
額
は
、
単
年
控
除

く
さ
ん
結
合
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
中
で
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
な
る
の
が
ブ
ド
ウ
糖
で
す
。

こ
の
ブ
ド
ウ
糖
を
し
っ
か
り
摂

取
す
る
た
め
に
活
躍
す
る
の
が
、

ご
飯
や
パ
ン
な
ど
で
ん
ぷ
ん
を

多
く
含
む
主
食
で
す
。
そ
の
中

で
も
、
お
米
は
精
白
米
中
の
約

75
％
が
で
ん
ぷ
ん
で
す
。
お
米

は
脳
が
活
発
な
子
ど
も
に
と
っ
て
も
最
高

の
食
品
な
の
で
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
息
子

に
は
お
米
が
大
好
き
な
子
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
果
物
に
多
く
含
ま
れ
る
果
糖
、

こ
ち
ら
は
シ
ョ
糖
や
で
ん
ぷ
ん
に
比
べ
て

甘
さ
を
強
く
感
じ
る
種
類
の
糖
類
で
す
。

を
行
う
場
合
「
改
修
工
事
等
の
標
準
的
な

費
用
の
額
×
10
％
」
で
す
。
た
だ
し
、
改

修
工
事
な
ど
の
標
準
的
な
費
用
の
額
は

2
5
0
万
円
を
限
度
と
す
る
た
め
、
控
除

限
度
額
は
最
大
25
万
円
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
借
り
入
れ
に
よ
り
多
世
帯
同
居

改
修
工
事
を
含
む

増
改
築
工
事
を
行

っ
た
場
合
、「
工

事
に
係
る
借
入
金

年
末
残
高
×
一
定

の
控
除
率
」
を
5

年
間
に
わ
た
り
所

得
税
額
か
ら
控
除

で
き
ま
す
。
⑴
の

増
改
築
工
事
の

う
ち
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
控
除
対
象
借
入
金
限
度
額
2
5
0
万

円
、
控
除
率
2
％
、
各
年
の
控
除
限
度
額

は
5
万
円
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
控
除
対
象
借
入
金
限
度
額

7
5
0
万
円
、
控
除
率
1
％
、
各
年
控
除

限
度
額
は
7
・
5
万
円
に
な
る
た
め
、
⑴

の
工
事
に
係
る
控
除
額
は
最
大
で
各
年

12
・
5
万
円
、
5
年
間
で
62
・
5
万
円
に

な
り
ま
す
。

こ
の
特
例
は
、
改
修
工
事
を
行
っ
た
家

屋
に
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
31
年

6
月
30
日
ま
で
に
居
住
し
た
場
合
に
適
用

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
金
額

が
3
0
0
0
万
円
を
超
え
る
年
に
つ
い
て

は
こ
の
特
例
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

三
大
栄
養
素
と
呼
ば
れ
る
糖
質
、
脂
質
、

タ
ン
パ
ク
質
の
中
で
、
唯
一
脳
の
活
動
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
糖

質
で
す
。
糖
質
は
、
ブ
ド
ウ
糖
や
果
糖
な

ど
、
一
つ
の
分
子
か
ら
成
る
単
糖
類
、
砂

糖
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
シ
ョ
糖
な
ど
の

よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
単
糖
類
が
結
び
付

い
て
で
き
て
い
る
オ
リ
ゴ
糖
、
そ
し
て
で

ん
ぷ
ん
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
糖
が
結
び

付
い
て
い
る
多
糖
類
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

シ
ョ
糖
は
ブ
ド
ウ
糖
と
果
糖
が
結
び
付
い

た
も
の
で
、
で
ん
ぷ
ん
は
ブ
ド
ウ
糖
が
た
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グリーンアドバイス

初
夏
か
ら
盛
夏
に
か
け
て
盛
ん
に
つ
る
を
伸

ば
し
て
き
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
や
が
て
収
穫
の

時
期
を
迎
え
ま
す
。
芋
の
肥
大
経
過
を
た
ど
っ

て
み
る
と
、
通
常
8
〜
9
月
に
は
半
数
以
上
が

50
g
以
上
に
も
な
り
、
そ
の
後
急
生
長
し
10
月

中
旬
〜
11
月
に
入
る
と
肥
大
は
緩
や
か
に
な
り

ま
す
が
、
霜
が
降
り
る
こ
ろ
ま
で
少
し
ず
つ
太

り
続
け
ま
す
。

自
家
菜
園
で
は
必
要
に
応
じ
て
探
り
掘
り

（
株
元
に
手
を
差
し
込
み
、
適
当
に
肥
っ
た
芋

だ
け
を
収
穫
す
る
）、
あ
る
い
は
早
掘
り
（
株

全
部
を
掘
り
取
る
）
し
て
、
8
〜
9
月
こ
ろ
か

ら
秋
の
味
覚
を
楽
し
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

本
格
的
な
収
穫
の
適
期
は
、
10
月
下
旬
〜
11

月
で
、
肌
寒
さ
を
感
じ
、
初
霜
も
近
く
な
っ
た

頃
で
す
。
初
霜
が
降
り
る
と
若
い
葉
が
枯
れ
る

の
で
、
す
ぐ
分
か
り
ま
す
。
何
回
か
降
霜
に
遭

い
、
多
く
の
葉

が
黒
く
枯
れ
上

が
っ
た
ら
待
っ

た
な
し
、
急
い

で
全
部
掘
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
。

収
穫
日
は
で
き

る
だ
け
畑
が
乾

い
て
い
た
方
が

芋
の
た
め
に
も

作
業
の
し
や
す
さ
の
た
め
に
も
好
都
合
で
す
。

収
穫
の
手
順
は
、
ま
ず
つ
る
の
株
元
部
分
を

探
り
出
し
、
地
際
の
つ
る
を
地
上
4
〜
5
㎝
残

し
、
鎌
で
刈
り
取
り
ま
す
。
刈
り
取
っ
た
つ
る

を
畑
の
外
へ
運
び
出
し
、
畝
を
丸
裸
に
し
、
マ

ル
チ
フ
ィ
ル
ム
を
剥
が
し
て
か
ら
、
芋
を
傷
つ

け
な
い
よ
う
注
意
し
て
株
元
に
大
き
く
く
わ
を

打
ち
込
み
、
芋
全
部
を
掘
り
出
し
ま
す
。

そ
の
際
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
つ
る
は
強
大

で
大
き
く
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、
畑
の
中
で

50
〜
60
㎝
ほ
ど
の
長
さ
に
鎌
で
切
り
分
け
て
、

畑
か
ら
運
び
出
し
や
す
く
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

ま
た
、
掘
り
取
る
際
に
、
貯
蔵
予
定
の
芋
は
、

つ
る
か
ら
外
さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
扱
い
、
容

器
に
入
れ
て
丁
寧
に
持
ち
運
ぶ
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

刈
り
取
っ
た
大
量
の
つ
る
は
、
畑
の
隅
な
ど

サ
ツ
マ
イ
モ
の
上
手
な
収
穫
と
貯
蔵
法

に
堆
積
し
て
乾
か
し
て
お
き
ま
す
。
こ
の
つ
る

は
堆
肥
材
料
と
し
て
も
よ
く
、
特
に
来
春
の
ト

マ
ト
な
ど
果
菜
類
の
元
肥
溝
に
、
粗
大
堆
肥
材

料
と
し
て
施
す
と
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

く
れ
ま
す
。

貯
蔵
方
法
は
、
水
は
け
の
良
い
場
所
を
選
び

図
の
よ
う
に
深
さ
70
〜
80
㎝
の
穴
を
掘
り
、
底

の
部
分
に
稲
わ
ら
を
敷
き
、
つ
る
の
付
い
た
ま

ま
の
芋
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
丁
寧
に
重
ね
入
れ

ま
す
。
収
め
終
わ
っ
た
ら
上
に
も
稲
わ
ら
、
も

み
殻
を
覆
い
ま
す
。
貯
蔵
の
適
温
は
13
度
、
湿

度
は
90
％
が
目
安
で
す
。

少
量
の
貯
蔵
な
ら
、
芋
を
新
聞
紙
に
く
る
ん

で
、
保
湿
性
の
高
い
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
に

入
れ
、
室
内
の
冷
暗
所
に
置
く
だ
け
で
十
分
で

す
。

家庭菜園に挑戦

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木
利
隆



危険!

ながらスマホ

危険

道路交通法違反

豊橋警察署だより「ながらスマホ」は危険!
あなたはしていませんか? 歩きながらのスマホ…
自動車や自転車を運転しながらのスマホ…

ながらスマホとは、スマートフォンを操作しながら、何か別のことをすることです。
他の歩行者や車両に気がつかなかったり、また、信号を見落としたりして
しまい、重大な交通事故につながるおそれがあり危険です。
また、自動車・原付や自転車を運転中に画面を見ていると、
道路交通法違反になります。
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撮影協力 :グリーンセンター磯辺

耐
寒
性
の
あ
る
原
種
の
シ
ク
ラ
メ
ン
を

元
に
育
成
さ
れ
た
小
型
の
シ
ク
ラ
メ
ン
で

す
。
耐
寒
性
が
弱
い
一
般
的
な
シ
ク
ラ
メ

ン
と
違
い
、
冬
の
屋
外
で
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。　

「
内
気
」「
は
に
か
み
」

植
え
つ
け
は
気
温
が
下
が
っ
て
か
ら
に

し
ま
す
。
10
月
中
旬
以
降
が
良
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
本
格
的
な
寒
さ
が
き

て
か
ら
植
え
る
と
な
か
な
か
根
を
張
ら
ず

生
育
が
悪
く
な
り
花
数
も
少
な
く
な
り
ま

す
。
霜
に
あ
た
っ
て
も
枯
れ
ま
せ
ん
が
マ

イ
ナ
ス
５
℃
以
下
に
な
る
と
枯
れ
ま
す
。

日
の
当
た
る
場
所
が
良
い
で
し
ょ
う
。

植
え
つ
け
る
時
に
ゆ
っ
く
り
と
効
く
緩

効
性
化
学
肥
料
を
土
に
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。

花
が
咲
い
た
ら
一
週
間
〜
半
月
に
１
回
液

体
肥
料
を
水
や
り
の
代
わ
り
に
与
え
ま
す
。

植
え
つ
け
て
か
ら
１
週
間
〜
２
週
間
ま

で
は
あ
ま
り
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
水
や

り
を
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
雨
が
降
ら
ず

に
乾
燥
し
て
い
る
と
感
じ
た
時
だ
け
水
を

与
え
ま
す
。
花
や
葉
、
球
根
に
直
接
水
が

当
た
ら
な
い
よ
う
に
株
の
周
り
の
土
に
水

を
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

花
言
葉

置
き
場
所

肥
料

水
や
り

ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン

美美
絢絢
美

色色
彩彩

美
絢
色
彩
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ネ
ル
院
内
総
務
、
下
院
の
ラ
イ
ア
ン
議
長
と
も
に
、

T
P
P
審
議
の
進
展
は
次
期
政
権
以
降
と
な
る

と
の
考
え
を
示
唆
し
て
い
る
。

安
倍
首
相
は
国
連
総
会
への
出
席
等
の
た
め
、

18
日
か
ら
訪
米
し
、
バ
イ
デ
ン
副
大
統
領
と
会
談

等
を
行
い
、
T
P
P
早
期
承
認
に
関
す
る
発
言

を
し
て
い
る
。

3
．	

第
2
次
補
正
予
算
及
び

	

次
年
度
予
算
、
税
制
改
正

8
月
24
日
、
平
成
28
年
第
2
次
補
正
予
算

案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
農
業
関
係
に
つ
い
て

は
、
総
額
5
，7
3
9
億
円
が
確
保
さ
れ
、
こ
の

う
ち
、
T
P
P
関
連
対
策
が
3
，4
5
3
億
円
、

土
地
改
良
（
農
業
農
村
整
備
）
関
連
事
業
が
1
，

7
5
2
億
円
と
さ
れ
た
。

8
月
31
日
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
の
概
算

要
求
が
、
各
省
庁
か
ら
財
務
省
へ
提
出
さ
れ
た
。

農
林
水
産
予
算
の
概
算
要
求
は
、
今
年
度
予
算

比
14
・
1
％
増
の
2
兆
6
，3
5
0
億
円
と
な
っ
た
。

「
総
合
的
な
T
P
P
関
連
政
策
大
綱
」
で
検

討
の
継
続
項
目
と
さ
れ
た
分
野
に
つ
い
て
は
、
今

秋
の
と
り
ま
と
め
を
受
け
て
予
算
編
成
過
程
に

お
い
て
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

平
成
29
年
度
税
制
改
正
要
望
に
つい
て
は
、
適

用
期
限
の
切
れ
る
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備

金
の
特
例
」
や
「
農
業
用
A
重
油
の
石
油
石
炭

税
の
免
税
及
び
還
付
」、「
肉
用
牛
の
売
却
に
よ

る
農
業
所
得
の
課
税
の
特
例
（
肉
免
）」
や
、
協

同
組
合
等
に
か
か
る
法
人
税
制
、
都
市
農
業
振

興
基
本
法
の
制
定
を
受
け
た
税
制
措
置
な
ど
を

要
望
し
て
い
る
。

1
．	

農
政
改
革
「
秋
の
陣
」

9
月
6
日
、
参
議
院
選
挙
で
中
断
さ
れ
て
い

た
自
民
党
・
骨
太
P
T
が
再
開
さ
れ
た
。
小
泉

委
員
長
は
「
11
月
に
は
取
り
ま
と
め
を
行
う
」

と
述
べ
た
。
同
氏
は
か
ね
て
か
ら
「
全
農
改
革

が
本
丸
」
と
述
べ
て
お
り
、
資
材
価
格
の
引
き

下
げ
議
論
の
中
で
、
全
農
の
あ
り
方
も
今
後
の

焦
点
に
な
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
菅
義
偉
官
房
長
官
は
、
9
月
6
日
の

記
者
会
見
で
「
全
農
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
徹

底
し
た
改
革
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、
自
民
党
・

骨
太
P
T
に
つ
い
て
「
全
面
的
に
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

9
月
12
日
、規
制
改
革
会
議
の
後
継
組
織「
規

制
改
革
推
進
会
議
」
の
初
会
合
が
開
か
れ
、
出

席
し
た
安
倍
首
相
は
、「（
農
業
の
）
関
連
業
界

や
全
農
の
あ
り
方
を
予
断
な
く
見
直
す
。
具
体

的
施
策
は
秋
の
う
ち
に
決
断
す
る
」
と
述
べ
た
。

同
会
合
に
お
い
て
、
農
業
W
G
の
設
置
が
決
定

さ
れ
、
同
会
議
の
議
長
代
理
に
就
任
し
た
金
丸

恭
文
氏
が
座
長
に
留
任
し
た
。

秋
の
臨
時
国
会
は
、
9
月
26
日
に
開
会
さ
れ

る
。
衆
議
院
T
P
P
特
別
委
員
会
に
お
け
る

T
P
P
国
会
審
議
は
、
第
2
次
補
正
予
算
案
の

可
決
・
成
立
後
に
開
始
さ
れ
る
と
見
ら
れ
て
お

り
、
本
格
的
な
審
議
は
10
月
中
旬
以
降
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

2
．	

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
情
勢

米
国
オ
バ
マ
大
統
領
が
目
指
す
T
P
P
早
期

承
認
に
対
し
、
米
国
上
院
共
和
党
ト
ッ
プ
の
マ
コ

J
A
愛
知
中
央
会

農
政
を
め
ぐ
る
情
勢

果
樹
農
家
の
鈴
木
弘
さ
ん
は
60
歳
に
な
っ
た
の
を
機
に
息
子

さ
ん
に
経
営
移
譲
し
、子
ど
も
の
頃
か
ら
好
き
だ
っ
た
花
木
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。家
の
裏
手
が
小
高
い
山
に
な
っ
て
お
り
、上

が
り
き
っ
た
場
所
に
奥
様
の
和
子
さ
ん
と一緒
に
花
の
木
を
植

え
て
い
き
ま
し
た
。
今
で
は
サ
ク
ラ
や
ア
ジ
サ
イ
、紅
葉
な
ど

3
0
0
本
以
上
植
え
て
あ
り
、途
中
の
道
沿
い
に
は
バ
ラ
も
あ

り
ま
す
。頂
上
に
は
資
材
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
小
屋
が

あ
り
、花
を
見
に
来
て
く
れ
た
人
の
憩
い
の
場
所
に
と
休
憩
所

に
し
ま
し
た
。
知
り
合
い
の
大
工
さ
ん
な
ど
に
相
談
し
な
が
ら

少
し
ず
つ
作
っ
た
そ
う
で
す
。「
む
か
し
か
ら
家
の
間
取
り
と
か

い
ろ
い
ろ
想
像
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
、考
え
た
こ
と
が
形
に

な
る
の
が
楽
し
い
」と
弘
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
少
し
離
れ
た

場
所
に
発
電
機
が
お
い
て
あ
り
電
気
も
使
え
ま
す
。今
年
は

水
洗
ト
イ
レ
も
増
設
し
ま
し
た
。小
屋
の
前
に
は
展
望
台
が

あ
り
三
河
湾
か
ら
田
原
の
蔵
王
山
ま
で一望
で
き
、夜
に
な
れ

ば
満
天
の
星
空
と
街
の
灯
り
が
織
り
な
す
夜
景
が
綺
麗
だ

そ
う
で
す
。「
花
に
囲
ま
れ
た
手
作
り
小
屋
で
み
ん
な
を
も

て
な
す
の
が
楽
し
い
」と
二
人
と
も
口
を
揃
え
て
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。「
次
は
何
を
作
ろ
う
か
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
」弘
さ

ん
の
想
像
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
花
に
囲
ま
れ
た
憩
い
の
場
所
」

豊橋市石巻小野田町

鈴
すず

木
き

 弘
ひろし

さん（75歳）

　　 和
かず

子
こ

さん（68歳）

内装も立派な憩いの小屋

三上からでも見えます

展望台からは西浦や田原の蔵王山まで一望できます



柿柿柿柿柿
ののの
種種

柿
の
種

柿
の
種

※

柿
の
種

　
「
話
の
お
つ
ま
み
」と
い
う

　

意
味
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
自
転
車
運
転
の
違
反
罰
則

が
強
化
さ
れ
て
一
年
が
過
ぎ
た
。そ
れ
で
も
自
転
車
の
交
通
違
反

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
事
故
は
後
を
絶
た
な
い
。な
ぜ
、自
転

車
は
違
反
す
る
人
が
多
い
の
か
。
自
転
車
に
乗
る
人
に
聞
い
て
み

る
と「
自
転
車
だ
か
ら
許
さ
れ
る
」「
他
の
人
が
違
反
し
て
る
か
ら

自
分
も
す
る
」「
自
動
車
、歩
行
者
が
避
け
て
く
れ
る
」そ
う
考
え

て
い
る
節
が
あ
る
。自
転
車
は
車
両
で
あ
る
。自
動
車
運
転
で
守

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
自
転
車
の
運
転
で
も
守
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。標
識
で
進
入
禁
止
や一方
通
行
を
示
し
て

あ
る
道
路
は
も
ち
ろ
ん
自
転
車
も
従
わ
な
く
て
は
い
け
な
い（
＊
）。

違
反
を
し
て
し
ま
う
他
の
理
由
に「
自
転
車
の
正
し
い
ル
ー
ル

を
知
ら
な
い（
誤
解
し
て
い
る
）」と
い
う
場
合
も
あ
る
。
自
転
車

は
歩
道
を
走
行
、と
誤
解
し
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。自
転
車
は
基
本
的
に
車
道
を
走
行
す
る
も
の
だ（
＊
）。例

外
的
に
走
行
で
き
る
歩
道
で
も
歩
行
者
の
有
無
に
関
わ
ら
ず「
人

が
歩
く
ぐ
ら
い
の
速
度
」と
さ
れ
て
い
る
。

ど
う
す
れ
ば
違
反
す
る
人
が
減
る
の
か
。や
は
り
警
察
の
取
り

締
ま
り
の
強
化
が
有
効
だ
ろ
う
。
本
当
は「
人
に
迷
惑
を
掛
け
る

か
ら
」「
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
か
ら
」と
い
う
理
由
で
安
全
運

転
に
努
め
る
の
が
理
想
だ
が
、自
動
車
運
転
で
も「
違
反
す
る
と

取
り
締
ま
り
さ
れ
る
か
ら
」「
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
か
ら
」「
職
場

で
懲
罰
の
対
象
に
な
る
か
ら
」と
い
う
理
由
が
違
反
の
抑
止
力
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
自
転
車
で
も
3
年
間
で
2
回
以

上
の
取
り
締
ま
り
を
受
け
た
も
の
は
安
全
講
習
受
講（
受
講
料

5
7
0
0
円
。実
質
こ
れ
が
罰
金
）と
な
っ
て
い
る
も
の
の
自
動
車

ほ
ど
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
だ
。
自
転
車
も
自

動
車
同
様
に
取
り
締
ま
っ
て
も
ら
い
、違
反
者
の
減
少
に
繋
げ
て

ほ
し
い
。そ
し
て
自
転
車
に
乗
る
人
は「
交
通
ル
ー
ル
」と「
危
険

行
為
14
項
目
」を
確
認
し
た
う
え
で
安
全
運
転
に
心
掛
け
て
も
ら

い
た
い
。

（
＊
）…
…
例
外
的
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◉
「
自
転
車
の
マ
ナ
ー
」

豊橋市二川町

伊
い

藤
とう

 綾
あや

香
か

さん（23歳）

撮影場所：二川宿

4
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
と
い

う
綾
香
さ
ん
は
、そ
の
技
術
を
生
か
し
て

ピ
ア
ノ
講
師
を
し
て
い
ま
す
。今
は
自
宅

や
音
楽
教
室
で
小
中
学
生
に
ピ
ア
ノ
を

教
え
な
が
ら
、自
分
自
身
も
ピ
ア
ノ
を
習

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
教
え
た
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
が
頑
張
っ
て
練
習
し
て
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
、私
も
嬉
し
く
な
り

ま
す
」と
話
す
綾
香
さ
ん
。

休
み
の
日
に
は
ピ
ア
ノ
の
練
習
を
し

た
り
友
達
と
ラ
ン
チ
に
行
っ
た
り
す
る
そ

う
で
す
。「
先
日
、友
達
と
明
治
村
へ
行

っ
て
来
ま
し
た
。今
度
は
富
士
急
ハ
イ
ラ

ン
ド
に
行
く
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
」と

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
る
よ
う
で

す
。コ
レ
ク
シ
ョン
の
趣
味
も
あ
る
と
の
こ

と
。「
ご
当
地
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
根
付
を
集

め
て
い
て
今
80
個
ぐ
ら
い
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
所
の
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん

を
集
め
て
い
き
た
い
で
す
」

好
き
な
食
べ
物
を
聞
く
と「
桃
や
梨
が

好
き
で
す
。あ
と
イ
チ
ゴ
な
ど
の
ベ
リ
ー

系
の
タ
ル
ト
や
ケ
ー
キ
も
好
き
で
す
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

綾
香
さ
ん
の
理
想
の
男
性
像
は
真
面

目
で
誠
実
な
人
だ
そ
う
で
す
。「
で
き
れ

ば
20
代
の
う
ち
に
結
婚
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
」と
は
い
え
、ピ
ア
ノ
の
講
師

を
し
て
い
る
と
な
か
な
か
男
の
人
と
出
会

う
機
会
が
少
な
い
そ
う
で
す
。

目
標
に
し
て
い
る
人
や
モ
ッ
ト
ー
は
あ

り
ま
す
か
、と
聞
く
と「
ピ
ア
ノ
を
習
い

始
め
た
時
の
先
生
が
優
し
く
て
技
術
的

に
も
人
間
的
に
も
尊
敬
で
き
る
人
で
し

た
。私
も
そ
の
先
生
の
よ
う
に
生
徒
に
信

頼
さ
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。好
き
な
言
葉
は『
継
続
は
力

な
り
』で
す
。始
め
た
こ
と
は
何
ご
と
も
や

り
続
け
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。ピ

ア
ノ
の
練
習
も
一
日
で
も
休
む
と
指
が
動

か
な
く
な
って
し
ま
う
の
で
、よ
ほ
ど
忙
し

く
な
い
限
り
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
」

そ
ん
な
綾
香
さ
ん
、現
在
ピ
ア
ノ
教
室
の

生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
男
女
年
齢
問

い
ま
せ
ん
。ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
た
い
人
、い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
」。興
味
あ
る
方
は

二
川
支
店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
根
付
80
個
」
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233号
28年10月
JA豊橋女性部
問合せ・お申込み
☎25-9225

女性部だより

※女性部だよりでの案内は、健康診断募集を除き女性部員向けの募集となっております。女性部へのご加入は最寄りの支店で
手続きを行ってください。（年会費500円、印鑑が必要です）

健康料理教室
○内容は旬野菜（季節の食材）コース『冬』です。
開 催 日　平成28年12月1日㈭　福岡支店
	 平成28年12月7日㈬　本店
	 平成28年12月9日㈮　構造改善センター
時　　間	 午前10時～　定　員　20名　参加費　無料
講　　師	 JA愛知厚生連　管理栄養士
持 ち 物	 エプロン、ハンドタオル、筆記用具
締 切 日　各開催日の10日前まで　

ボウリング大会

しめ縄教室

助け合いの会 津田地域交流会報告

寄せ植え教室

プリザーブドフラワー教室

アレンジフラワー教室
○毎年恒例のボウリング大会です。支部で参加するもよ
し！	個人で参加するもよし！	飛び賞があるので、上手く
なくても楽しめますよ！
開 催 日	 平成28年12月14日㈬
時　　間（受付）午後6時～（ゲーム開始）6時30分～
場　　所	 エックスボウル（藤沢町）
定　　員	 100名　　締 切 日　平成28年11月30日㈬
参 加 費	 1,000円（女性部外1,500円）
（当日受付にて集金。プレー代、シューズ代含む）

○毎年恒例のしめ縄教室です。自分で作ったしめ縄を飾
って新年を迎えませんか？
開 催 日	 平成28年11月29日㈫
時　　間	 ①午前10時～　構造改善センター
	 ②午後２時～　食彩村倉庫（予定）
講　　師	 植田支部　女性部員
内　　容　リースしめ縄（小）、棒〆（中）の２本
参 加 費	 600円（女性部外1,100円）　　　　　　
定　　員	 各回20名　締 切 日　平成28年11月22日㈫
お 願 い	 本講座は技術習得のため、しめ縄等は参加者本

人で作っていただきます。ご理解ご協力をお願
いします。

9月29日、津田支部は津田校区市民館で地域に住む高齢者の女性を対象に
「地域交流会」を開催しました。部会員が企画・運営をし、地域の方に協力を
していただきマジックショーやオカリナの演奏（紅葉、故郷の2曲）を披露しま
した。また講師に指導してもらいながら血液循環体操（リンパ体操）をして体
を動かしました。最後に行ったお茶会をしながらのビンゴゲ－ムはとても盛り
上がり、笑い声が絶えませんでした。参加者の方たちに「すごく楽しかった！」
と言っていただき、部会員一同とても嬉しかったです。

○クリスマスにもお正月にも飾れちゃう寄せ植えを皆で作
りましょう。
開 催 日	 平成28年12月19日㈪
場　　所	 食彩村倉庫（予定）
時　間　午後1時30分～
講　　師	 中村	優希さん（菜ツ花園）
定　　員	 20名
締 切 日　平成28年12月5日㈪
参 加 費　3，000円（女性部外3，500円）
持 ち 物　手袋、持ち帰り用の箱

開 催 日　平成28年12月21日㈬
時　　間　午後1時30分～3時30分
場　　所　JA豊橋中央支店　２階（大会議室）
定　　員　5名～30名まで
参 加 費　3,500円（女性部員外4,000円）
講　　師　松野有花さん（プリザーブドフラワーサロン有花）
持 ち 物　裁縫道具、ものさし、はさみ
締 切 日　平成28年12月6日㈫

○お正月用に自分で生けたお花で新年を迎えませんか？
開 催 日　平成28年12月26日㈪
時　　間　①午前10時～　②午後2時～
場　　所　食彩村倉庫（予定）
定　　員　20名
参 加 費　2,500円（女性部員外3,000円）
講　　師　Ｈ＆Ｋフラワー
持 ち 物　花切り用のハサミ、持ち帰り用の箱
締 切 日　平成28年12月12日㈪

参加者募集
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健診申込書
健診申込支店名
　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）支店

希望健診日　　　　　　健診会場
　　　月　　　日　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

氏
ふりがな

名 電話　　　　　　　　−

住所 性別　　　男　・　女
利用者コード 生年月日

　T・S・H     年　　　月　　　日
国民健康保険をお持ちの方　又は　その他の方 農協健康保険をお持ちの方

国民健康保険証番号（国保お持ちの方）

※健診当日国保より発行された健診受診券と、確認のため健康保険証を
お持ちください

農協健康保険証番号　　※カッコ内該当するものに○印
（　本人　・　扶養家族　・　任意継続　・　任意継続家族　）

記号（4桁） −　番号（4桁）
 −

受診を希望する項目に○印を付けてください。
◆基本コース(どちらかをお選びください)

1. 集団人間ドック(バリウムコース) 9,240円（税込）
2. 集団人間ドック(ピロリ菌コース) 9,240円（税込）

◆オプション
3. 肺がん検診  1,460円（税込）
4. 大腸がん検診  1,080円（税込）
5. 子宮がん検診  1,430円（税込）
6. 腹部超音波検診  2,720円（税込）
7. 骨粗鬆症予防検診  2,160円（税込）
8. 腫瘍マーカー検査 Ａ 前立腺 1,660円（税込）
 Ｂ 卵巣 1,080円（税込）
 Ｃ 乳房 1,080円（税込）
 Ｄ すい臓・胆道 1,080円（税込）
 Ｅ 消化器 1,080円（税込）
 Ｆ 肝臓 1,080円（税込）
9. ピロリ菌(ABC)検査  2,970円（税込)

10. 心不全リスク検査  1,080円（税込)

受診を希望する項目に○印を付けてください。
◆基本コース(どちらかをお選び下さい)

1. 一般コース（バリウム無・34歳以下・健保助成有）
2. 一般＋胃がんコース（バリウム有・35歳以上・健保助成有）

◆オプション
3. 肺がん検診  （自己負担・1,460円）
4. 大腸がん検診  （健保助成有）
5. 子宮がん検診  （自己負担・1,430円）
6. 腹部超音波検診  （自己負担・2,720円）
7. 骨粗鬆症予防検診  （健保助成有）
8. 腫瘍マーカー検査 Ａ 前立腺（49歳以下男性自己負担・1,660円）
 Ｂ 卵巣 （自己負担・1,080円）
 Ｃ 乳房 （自己負担・1,080円）
 Ｄ すい臓・胆道 （自己負担・1,080円）
 Ｅ 消化器 （自己負担・1,080円）
 Ｆ 肝臓 （自己負担・1,080円）
9. ピロリ菌(ABC)検査 （自己負担・2,970円）

10. 心不全リスク検査  （自己負担・1,080円）

支払い方法　　1. 当日受付にて現金　　　2. JA豊橋の通帳より引落し
 支店名：　　　　　　　　　口座番号：　　　　　　　　　　　　（口座名　　　　　　　　　　）

キ　リ　ト　リ

※ご記入頂いた個人情報は、健診の受付・案内・代金の振替などの健康管理活動実施以外の目的には使用いたしません。

健診は受けっぱなしにせず、その後が大切です。健診受診者を対象に健診結果説明会を後日実施する予定です。ぜひ、ご参加ください。

自分の体を知るために、年に一度は定期健診を受けましょう。健康診断は女性部員以外の方でも受けることができます。
大腸がんにかかる人の割合が年々多くなってきています。大腸がん検診も人間ドックと併せて受診することをお勧めします。

総務部 組合員課
問合せ　☎25-9225

集団人間ドック健診メニュー 各種がん検診他
◆問診
◆診察
◆身体測定（身長・体重・腹囲）
◆血圧測定
◆尿検査（尿糖・尿蛋白・尿潜血）
◆心電図
◆胸部レントゲン
◆選択項目(どちらかお選びください)

①胃バリウム検査（バリウムを使ったＸ線検査）
②胃ピロリ菌（ＡＢＣ）検査（血液検査でピロリ菌感染
　の有無を調べ胃がんのリスクを判断します）

（税込）（税込）

（税込）

豊橋市国民健康保険、豊橋市後期高齢者医療保険に加入している方は、健康保険より特定健診部分の料金が助成されます。健診当日「平成28年度　特定健康診査受診券」と「健康保険証」をお持ち下さい。

※お申込後、問診票につきましてはご自宅に郵送いたします。
※豊橋市国民健康保険加入者で40〜74歳までの方と、豊橋市後期高齢者医療保険加入者の方は、特

定健康診査受診券＋保険証を健診当日受付にお持ち頂くと、特定健診部分の料金が健康保険より
助成されます。（年齢対象外の場合や、その他社会保険などに加入されている場合は健康保険から
の助成は受ける事はできませんので、ご了承ください。）

★腫瘍マーカー検査、ピロリ菌（ＡＢＣ）検査、腹部超音波検診は集団人間ドックを受診された方のみのオプションとなりますのでご了承ください。
★ピロリ菌(ABC)検査は胃がんのなりやすさを判定する検査です。直接胃がんを見つける検査ではありません。
　以下の項目に該当する方は、ピロリ菌（ＡＢＣ）検査結果が正確に判定できない可能性があります。
　●胃の病気の治療中の方　●胃切除後の方　●胃酸を抑える薬を服用中の方　●腎不全の方　●ヘリコバクター・ピロリ菌除菌治療を受けた方
★心不全リスク検査とは、心臓に負担が加わることによって心臓から分泌されるホルモンの量を測定し、心不全（心臓に負担が掛かった状態）の重度を調べます。
　尚、腎臓疾患のある方など、腎機能の低下により高値を示す場合があります。

健康診断のご案内

◆肺がん検診（かく痰細胞診） …………1,460円
◆大腸がん検診（便潜血2日法） ………1,080円
◆子宮がん検診（膣スメア細胞診） ……1,430円
◆骨粗鬆症予防検診 ……………………2,160円
◆腫瘍マーカー検査（血液検査）

A 前立腺　B 卵巣　C 乳房　D すい臓、胆道　E 消化器　F 肝臓
各1,080円(税込)  A 前立腺のみ1,660円(税込)

◆腹部超音波検診（エコー検診） ………2,720円
（健診当日に検査を行います）
※検査部位　肝臓・胆のう・すい臓・腎臓・ひ臓の５ヶ所

◆ピロリ菌（ABC）検査（血液検査） ……2,970円
◆心不全リスク検査(血液検査) ………1,080円

健診申し込みは
下記申込書を支店
窓口まで提出

◆血液項目
脂　質：中性脂肪・HDL-C・LDL-C
肝機能：AST・ALT・γ-GT
代謝系：空腹時血糖・HbAlc
蛋　白：アルブミン
腎機能：クレアチニン・尿酸
貧　血：赤血球・Hb・Ht
白血球

料金 9,240円

開催日 開催場所 締め切り 開催日 開催場所 締め切り
H28年11月２日㈬ 磯 辺 支 店 H28年10月12日㈬ H28年12月７日㈬ 石 巻 支 店 H28年11月16日㈬
H28年11月４日㈮ 本 　 店（ 大 清 水 ） H28年10月14日㈮ H29年１月６日㈮ 本 　 店（ 野 依 ） H28年12月16日㈮
H28年11月10日㈭ 高 師 原 支 店（ 高 師 ） H28年10月20日㈭ H29年１月11日㈬ 二 川 支 店 H28年12月21日㈬
H28年12月５日㈪ 東 田 支 店 H28年11月14日㈪ H29年１月18日㈬ 福 岡 支 店 H28年12月28日㈬
H28年12月６日㈫ 西 支 店（ 牟 呂 ） H28年11月15日㈫ H29年１月19日㈭ 高 豊 支 店 H28年12月29日㈭

●当日受付時間…AM7：30　●健診開始…AM8：20



※平成28年1月末現在の法令等にもとづき記載しています。将来の取扱いを保証するものではありませんのでご了承ください。
※復興特別所得税については考慮していません。
※生命保険料控除は、一般生命保険料控除・介護医療保険料控除・個人年金保険料控除を合計して所得税12万円、住民税7万円
が上限となります。
※一時払および共済掛金振替払特約に充当する掛金は、初年度のみ控除の対象となります。
※新生命保険料控除（一般・介護医療・個人年金保険料控除）は平成24年1月1日以降に締結されたご契約に適用され、平成23年
12月31日以前に締結されたご契約は原則として旧制度が引き続き適用されます。
※平成18年12月31日までに締結された建物更生共済にかかる地震保険料控除については、原則として旧長期損害保険
料控除と選択適用になります。
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情報の定期便

【16235555364】



JA-SSからの大事なお知らせ
この度JA-SS（給油所）機器の更新に伴い下記のサービスを提供させて
いただくとともに、一部のサービスを終了させていただきます。

新しいサービスの内容

セルフ洗車機の受付機をリニューアルします！

●❶総合ポイントがJA-SSで使える！！

●❷新しいプリペイドカード登場！！

●❸ポイントやカードで洗車ができるんです！！
現金または、プリペイドカードでしかご利用することが出来ませんでしたが、ポイントカードのポイントを利用して洗車をすることが
出来たり、JA-SSメンバーズカード（掛け売りカード）や新JAカード、各種クレジットカードでもご利用することが可能となります。

JA-SSではポイントをふれあい商品券に交換しないと利用できませんでしたが、ト
ッピー（ポイント）カードに貯まったポイントをお使いいただくことができ、その場で
ポイントも付与されるようになります。（給油時に必ずトッピーカードが必要です。）
※初めてポイントを利用する前には、必ずキオスク端末でポイントを付与してくだ

さい。

クレジットカードは作りたくないけど、『JA-SSで燃料をお得に
給油したい!』セルフSSをよく利用するお客様にぴったりのプリ
ペイドカードを販売します。給油、オイル交換、セルフ洗車などで
ご利用いただけます。
※プリペイドカードはセルフSS（いなみ・前芝・石巻）と野依SS

のみで販売となります。
※野依SSではプリペイドカードで給油をすることが出来ないの

でご注意ください。

プリペイドカードのご利用できるSSの詳細

いなみ
前芝 ・ 石巻

野依

給油 セルフ洗車 オイル、タイヤ交換など
● ● ●

●

×
× ×
● ●

※高根・豊南・大崎・牟呂・大村のSSではプリペイドカードを利用することができません。

見て! わかる!

来て!

お楽しみ
謝恩抽選会

ご家族みんなで
楽しめる
イベント開催!

お楽しみ
ビンゴ大会

第16回2016 JA豊橋2016 JA豊橋

111166日日
111166日日

PM 3：00～
AM10：00～

AM9：00～
PM4：00まで
AM9：00～
PM4：00まで

2万円以上
ご購入の方に

JAJA 展展JA 展

特別価格にて
ご奉仕!!
特別価格にて
ご奉仕!!
特別価格にて
ご奉仕!!
特別価格にて
ご奉仕!!

ガスで過ごす快適生活を
おすすめします

ガスで過ごす快適生活を
おすすめします
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みなさん、こんにちは！お車の調子はいかがですか？
今回は、時期的に随分早い気もしますが、備えあれば憂いなしということで、冬用のスタッドレスタイヤのお話です。

タイヤの衣替えはお早めに!
スタッドレスタイヤというと、私

たちの住む豊橋ではあまり関係な
いかなと思ってしまいがちですが、
それでも毎年２～３回は道路に雪
が積もり、ノーマルタイヤでは怖
くて運転ができない日があります。
また、豊橋から寒い地方へ向かっ
てクルマを走らせる機会が多い方
は、さらにその回数は増えるでしょ
う。本格的な冬が来る前に、タイ
ヤの衣替えを検討してみてはいか
がですか？

そこで、どこのタイヤがいいの
かな？とお考えの方、ダンロップか
ら新登場した《WINTER MAXX 
02》という高性能スタッドレスタイヤをご紹介します。

ダンロップ独自の特許技術により、氷上性能と効き長持
ち性能が格段にアップしています。さらに、元々評価の高

かったドライ性能もアップしてい
ますので、雪の少ないこの地域で
も、満足の行く走りを体感できる
でしょう。

最後にアドバイスをひとつ。衣替
えをしたタイヤの保管はどうすれ
ばいいかご存知ですか？タイヤの
ゴムは直射日光を浴びると劣化し
やすいので、必ずカバーを付けて
保管しましょう。また、ホイールが
付いた状態で保管する場合、空気
圧は通常の半分に減らして保管し
ましょう。

いかがでしたか？興味のある方
は、下記までお気軽にお問合せく
ださい。

エンジョイ
カーライフ
JA豊橋 自動車課 知っ●得 情報

₁₀月の

ＪＡ豊橋 自動車課 自動車整備工場（本店敷地内）
TEL（0532）25-3557　担当：安藤

組合員課より

パソコン簿記では、ソリマチのソフトを活用し伝票を記
入する作業にあたる『入力』の作業を行えば、元帳・合計
残高試算表・青色申告決算書等は全てパソコンが自動的
に集計し、作成します。手書きで記帳する場合に比べると、
事前に申告者の基本情報等を入力しておけば簡単に仕
訳作業ができ、省力化が図れます。

農協では煩わしい専従者の源泉徴収事務について、農協
のパソコンを使用し、事務処理の軽減を図っています。

《募集要領》
会　　費 年間2,000円（毎年6月／口座引落）
募集期間　平成29年3月末まで
そ の 他 平成29年から青色申告を始める方も利用でき

ます。

《募集要領》
会　　費 年間3,500円（専従者給与システム含む）

（毎年6月／口座引落）
募集期間　平成28年12月末まで
そ の 他 平成29年から青色申告を始める方も利用で

きます。

減価償却費の計算が複雑になってきたことから、農協で
は次の要領で平成28年分の固定資産システムの会員を募
集します。（来年の確定申告に間に合います）

《募集要領》
対　　象 白色・青色申告者（農業・不動産）
会　　費　年間1,000円（毎年3月／口座引落）
募集期間　平成28年12月末まで
申込方法 平成27年減価償却費のコピーに氏名、住所、

電話番号を記入し組合員課まで提出して下さい。

青色申告パソコンシステム会員募集

青色申告専従者給与システム会員募集 固定資産システム会員募集

詳しくは組合員課までお尋ねください。　ＴＥＬ 25-7055　ＦＡＸ 25-7754

乗用車用スタッドレスタイヤ／ハイスペック

ロング
パフォーマンス
スタッドレスタイヤ

氷上性能

雪上性能

ドライ性能

ウエット
性能

効き長持ち性能

ライフ
長持ち性能
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り
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枠
内
の
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で
探
し
ま
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■官製ハガキに下記の要領で送ってください。（11月8日必着）『食彩村　旬の農産物』

※応募ハガキに記入されました住所・氏名などは、賞品の発送以外の目的に使用する
　ことはありません。また、ご本人様の承諾なしに第三者へ提供することはありません。

ま
ち
が
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が
し

ま
ち
が
い
さ
が
し

応募方法今月の賞品

正解者の中から抽選で
3名の方にプレゼント!!

イメージ写真

栗（イガ）がない

木の形が違う

手の開き方が違う

ペットボトルがない

栗（イガ）が開いている

2…

3…

6…

8…

9…

（違っている部分）

※発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
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◉
浜
松
市
…
…
…
…
…
…
…
女
性　

Ｍ
Ｓ

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
顕
微
鏡
）夏
休
み
自
由

研
究
に
早
速
孫
が
作
っ
て
み
る
と
言
っ
て
、

今
日（
8
／
23
）取
り
組
ん
で
い
ま
す
よ
。

ベ
ジ
タ
ブ
ル
ラ
イ
フ
、カ
ボ
チ
ャ
大
好
き
な

の
で
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
お
孫
さ
ん
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
顕
微
鏡
は

完
成
し
ま
し
た
か
？
カ
ボ
チ
ャ
の
食
べ

方
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、ど
れ
も
美
味
し

そ
う
で
す
ね
。

◉
植
田
町
…
…
…
…
…
…
…
女
性　

Ｓ
Ｋ

郷
土
の
歴
史
、大
変
興
味
あ
り
次
の
世

代
に
伝
え
ら
れ
る
と
良
い
で
す
。

☆
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域
の
民
話

を
通
し
て
、今
ま
で
以
上
に
地
域
に
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
。

◉
大
脇
町
…
…
…
…
…
…
…
女
性　

Ｋ
Ｙ

貯
金
担
当
の
方
に
勧
め
ら
れ
て
年
金
定

期
貯
金「
結
い
の
恵
み
」を
契
約
し
ま
し
た
。

8
月
に
当
選
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
が
来
ま

し
た
。早
速
希
望
商
品
を
頼
み
ま
し
た
。届

け
ら
れ
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

☆「
結
い
の
恵
み
」の
ご
契
約
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。何
を
頼
ま
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。楽
し
み
で
す
ね
。

◉
大
岩
町
…
…
…
…
…
…
…
女
性　

Ｍ
Ｒ

最
近「
乳
和
食
」と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま

し
た
。味
も
良
し
、減
塩
効
果
も
あ
る
よ
う

で
す
。い
つ
か
乳
和
食
レ
シ
ピ
を
取
り
上
げ

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

☆
J
A
豊
橋
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
お
す
す

め
レ
シ
ピ
」か
ら「
野
菜
か
ら
選
ぶ
」を

選
ん
で「
そ
の
他
」の
品
目
の
中
に
乳
和

食
の
レ
シ
ピ
が
あ
る
の
で
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◉
岩
倉
市
…
…
…
…
…
…
…
女
性　

Ｍ
Ｓ

帰
省
し
た
時
に
初
め
て「
み
の
り
」を
手

に
と
り
ま
し
た
。た
ま
ご
は
数
日
お
い
た

方
が
お
い
し
い
事
や
お
い
し
い
食
べ
方
、自

由
研
究
に
地
元
の
情
報
、と
て
も
読
み
が

い
が
あ
り
ま
し
た
。食
彩
村
の
野
菜
な
ど

新
鮮
で
、珍
し
い
物
も
あ
り
楽
し
い
で
す
。

「
み
の
り
」
の
情
報
誌
が
岩
倉
で
も
読
め

た
ら
い
い
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。

☆
「
み
の
り
」
を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。J
A
豊
橋

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も「
み
の
り
」を
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。



1,100人で豊橋の花を持って、
スタンプラリーをしながら「とよはしの街」を散策。

スタンプを集めて「豊橋の花」が当たる
ガラポンにチャレンジ!

deとよはし歩行者天国
貴方の一歩で豊橋の街を花畑に

フラワーウォーク
2016.10.30㈰ 11：00～16：00

当日、雨天などで「広小路歩行者天国」中止の場合は
「こども未来館ここにこ」で開催。

●場所：広小路まちなか歩行者天国内
特設会場

先着1,100名様に
豊橋のミニ花束プレゼント

11：00～

高校生以下限定
無料アレンジ教室

先着20名（5名×4回）　整理券配布は11：00～

花束を持って「まちなかスタンプラリーマップ」に
掲載されているお店に行き、スタンプをもらう。

スタンプを５つ集めてガラポンに挑戦！
豊橋産の蘭や鉢花が当たるかも！

11：30～

問合先

とよはしフラワーウォーク実行委員会
代表　山口兵庫　

JA豊橋　花き課　TEL 0532-29-3987
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NSA31だより 食育講座

葬祭センターからのお知らせ

見たい！ 食べ隊！ 豊橋農業！
平成28年度　第2回

「豊橋産シクラメンで寄せ植えを作ろう！」
日　時◦平成28年12月1日㈭ 午前１０時～１2時

場　所◦菜ッ花園（豊橋市老津町）

講　師◦中村 美恵（農村生活アドバイザー）

定　員◦20名（応募多数の場合は抽選）

参加費◦3,500円程度（材料代として実費）

対　象◦一般　　　持ち物◦ゴム手袋

内　容◦①鉢花栽培農家の温室内で、シクラメンなど花材や
鉢を選び自分だけのオリジナルの寄せ植えを作ります
②プロ農家が、花を長く楽しむコツを伝授します

申込み方法◦平成28年11月22日㈫必着で返信先明記の往
復はがきに参加者全員の氏名・住所・年齢・電
話番号と講座名を記入して
〒４４０-０８３３　豊橋市飯村町高山１１-４０
東三河農林水産事務所 農業改良普及課まで
お申し込みください。

問い合わせ先◦
東三河農林水産事務所農業改良普及課 TEL0５32-63-3５2９
豊橋市役所農業支援課 TEL0５32-５1-2472

主　催◦愛知県農村生活アドバイザー協会
　　　　東三河支部豊橋ブロック

終活セミナー相談会と
フラワーアレンジメント教室

終活とは人生の終焉を考える事を通じて自分を見つめ、今
をよりよく生きる活動のことをいいます。

葬儀、 相続などの「不安」を先延ばしにせず、 元気なう
ちにしっかり取り組み、 限りある人生をいきいきと楽しく過ご
しましょう！ 是非これを機会にＪＡ葬祭の終活セミナー相談会
にご来場ください！

フラワーアレンジメント教室同時開催（先着２０名様）

《 セミナー開催日程 》
平成28年１１月２８日㈪ 午前１０：００～１１：3０　大村支店
 午後 2：3０～ 4：0０　二川支店
問 合 先◦ＪＡ豊橋　葬祭センター

TEL ０120-7９3-314　FAX 0５32-38-0883



I n f o r m a t i o n
【 お 知 ら せ 】
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平成28年9月28日㈬午後1時30分より本店3階第
一研修室で開かれた。

議 決 事 項

1 ）平成27年度3者要請検査に係る「検査結果の
通知事項に対する改善状況報告」について

2）愛知県が単独で検査した部分に係る「措置回
答書」について

3）平成28年度仮決算処理方針について
4）老津土地の売却に対する入札の実施について
5）金融円滑化管理規程の一部改正について
6）貸出の専決基準表の一部改正について
7）信用の供与等の最高限度額の一部改正について
8）貸出業務規程の一部改正について

原案通り承認されました

理事会だより
JAローン相談窓口開設

・住宅の新築・リフォームおよびお借換え
・マイカーのご購入
・教育資金　・農業資金
　など、さまざまな資金についてお気軽にご相談ください。

毎週土曜日　9：00～16：00

会　　場◦西支店
問 合 先◦☎31–9168
詳細については本・支店窓口へ

JA年金相談会開催
年金のことならお気軽にご相談ください
開催日時◦11月8日㈫　10：00～16：00
会　　場◦高師原支店　問 合 先◦☎45-7182

開催日時◦11月19日㈯　10：00～16：00
会　　場◦磯辺支店　　問 合 先◦☎45-5355

相談を希望される方は、事前に各支店にご連絡ください。

人事異動 ※（　）内は旧部署

（9月12日付）
◦大津支店　支店長待遇
 大村　晴章 （杉山支店　支店長）
◦大津支店
 田京　伸仁 （杉山支店）
◦大津支店
 伊奈由香恵 （杉山支店）
◦大津支店　金融渉外
 小野田成貴 （杉山支店　金融渉外）
◦大津支店
 河邊　柚依 （杉山支店）

（10月1日付）
◦営農部　花き課　係長
 大竹　裕二 （営農部　営農指導課　係長）
◦営農部　花き課
 朝倉　正法 （第六事業所）
◦第六事業所
 村田　英重 （営農部　花き課）
◦共済部　共済事務課
 鈴木　匡 （共済部　普及課）
◦東田支店　係長
 杉本　陳代 （総務部　組合員課　係長）

◦高師原支店　係長
 中野　智美 （金融部　融資審査課　係長）
◦いなみ支店
 安間　智子 （高師原支店）
◦共済部　普及課
 鈴木　栄美 （共済部　共済事務課）
◦総務部　人事課付
 三浦　香織 （総合企画部　経理課）
◦総合企画部　経理課
 伊藤由実子 （西支店）
◦高師原支店
 白井　美姫　（中央支店）
◦総務部　人事課付
 樅山めぐみ （吉田方支店）
◦吉田方支店
 岡田　加織 （総務部　人事課付）
◦西支店
 外山　みく （東田支店）
◦金融部　融資審査課
 浅野　瑠美 （高師原支店）
◦金融部　金融課
 中西　可奈 （石巻支店）
◦中央支店
 河合　悠 （いなみ支店）



【全体運】余計なことを考えて、エネルギーを無駄遣
いしそう。明るい色の服を着たり、音楽を楽しむと
気持ちが盛り上がるはず

【全体運】小さな失敗で、つまずく暗示。少しくらいうま
くいかなくてもクヨクヨしないで。迷ったら、身近
な人に相談を

【全体運】情緒不安定になりやすいかも。深刻に思い
悩むのはやめ「ダメ元」と気楽に構えて。手書きの
手紙を出すと開運に

【全体運】クリエーティブな活動に励みたい期間。絵を
描いたり、歌を歌ったり、自己表現を。飲み会の幹
事役も大賛成！

【全体運】不注意になりやすいよう。慣れている作業で
も確認作業を怠らないこと。気力を高めるには手
作りの趣味が最適

【全体運】人気運アップ！　いつも話の輪の中心にいて、
注目を集めそう。ショッピングは人気アイテムに注
目するのが◎

【全体運】リラックスできる時期。頼まれごとは早めに
済ませ、自分の時間を満喫しましょう。習い事に熱
中するのも吉

【全体運】思う通り動いた方がチャンスに出合えます。
自分がやりたいことに、全力を注いでみて。新しい
トライも好結果に

【全体運】サービス精神を発揮することで、対人運が上
向くはず。縁の下の力持ち的役割も笑顔でこなし
て。露天風呂につき

【全体運】知的好奇心を刺激されやすいよう。興味を
引かれることはやってみる価値あり。人脈拡大も
スムーズに運びそう

【全体運】弱気になりやすい傾向が。不安や心配は誰
かに聞いてもらい、スッキリしましょう。身近に植
物を置くのも幸運

【全体運】行動力が高まる兆し。未知の世界にも果敢
に飛び込むことで、うれしい発見が。コンサートや
オペラも良い刺激に

牡羊座

牡牛座

双子座

蟹　座

獅子座

乙女座

天秤座

蠍　座

射手座

山羊座

水瓶座

魚　座

3/21～4/19

4/20～5/20

5/21～6/21

6/22～7/22

7/23～8/22

8/23～9/22

9/23～10/23

10/24～11/22

11/23～12/21

12/22～1/19

1/20～2/18

2/19～3/20

モナ・カサンドラ★11 むかし
ばなし
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た
い
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助
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う
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ま
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の
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の
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助
が
石
巻

山
の
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の
馬ま

越ご
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の
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で
き
こ
り
の
仕
事
を
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て
い
ま
し

た
。よ
う
や
く
片
が
つ
き
、薪ま

き

を
背
負
っ
て
帰
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。し
か
し
妙
に
疲
れ
て
足
が
進
み
ま
せ
ん
。仕

方
が
な
い
の
で
鐘
が
淵
で
休
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。風
が

涼
し
く
豊
川
の
流
れ
が
き
れ
い
に
見
え
る
所
に
座
っ
て
休

ん
で
い
る
と
眠
く
な
り
、う
と
う
と
し
て
い
る
と
、な
ん

と
も
い
い
香
り
が
し
て
き
ま
し
た
。ふ
と
ま
わ
り
を
見
る

と
美
し
い
娘
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。「
こ
こ
は
景
色
が
よ
く

川
の
流
れ
も
良
く
見
え
て
美
し
い
所
で
す
。ず
っ
と
住
ん

で
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、た
び
た
び
豊
川
が
氾
濫
し

て
何
も
か
も
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
こ
か
ら
西
の
方

に
泉
の
湧
き
出
る
池
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。そ
こ
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」と
娘
が
話
し
か
け
て

き
ま
し
た
。何
度
も
頭
を
下
げ
頼
む
娘
に
伊
助
は「
そ

う
い
や
、わ
し
が
住
ん
ど
る
村
に
そ
ん
な
池
が
あ
っ
た
で

連
れ
て
っ
て
あ
げ
ら
ぁ
」と
返
事
を
し
ま
し
た
。す
る
と

娘
は
あ
っ
と
い
う
間
に
伊
助
の
背
の
薪
の
上
に
乗
り
ま

し
た
。伊
助
は
薪
と
娘
を
背
負
っ
て
歩
き
だ
し
ま
し
た

が
、不
思
議
な
こ
と
に
娘
を
乗
せ
て
い
る
感
じ
が
ま
っ
た

く
し
ま
せ
ん
。や
が
て
伊
助
と
娘
は
下
条
村
の
天
王
と
い

う
所
の
池
に
着
き
ま
し
た
。「
娘
さ
ん
、着
い
た
よ
」伊
助

が
話
し
か
け
て
も
返
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。伊
助
が
薪
の

上
を
見
る
と
娘
の
姿
は
な
く
雛
人
形
が
置
い
て
あ
り
ま

し
た
。伊
助
は「
き
っ
と
娘
さ
ん
は
弁
天
さ
ま
の
化
身
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。こ
の
人
形
は
御
神
体
と
し
て
大
切
に

お
祀
り
し
よ
う
」と
思
い
、村
人
た
ち
と
池
の
そ
ば
に
小

さ
な
祠
を
建
て
、手
厚
く
お
祀
り
し
ま
し
た
。村
の
人
は

も
ち
ろ
ん
、遠
く
か
ら
も
お
参
り
に
来
る
人
が
増
え
ま

し
た
。弁
天
様
に

お
参
り
を
し
た

女
の
人
は
み
ん

な
安
産
に
な
っ
た

の
で
、今
で
も
安

産
の
神
さ
ま
と

し
て
広
く
崇
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

※
参
考
文
献「
片
身
の
ス
ズ
キ
」豊
橋
の
民
話
を
語
り
つ
ぐ
会

天王の弁天さま
下条地区

市
いち

杵
き

嶋
しま

姫
ひめ

神
じん

社
じゃ

に弁天さまは
います
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秋にはススキが綺麗な鐘が淵


